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（１）審議概観

第186回国会において本委員会に付託さ

れた法律案は、内閣提出６件及び衆議院

議員提出１件の合計７件であり、いずれ

も可決した。

また、本委員会付託の請願30種類261件

は、いずれも保留とした。

〔法律案の審査〕

独立行政法人科学技術振興機構法の一

、 、部を改正する法律案は 委員会において

革新的研究開発推進プログラムの概要、

プログラム・マネージャーの選任の在り

方、補正予算で基金を創設する理由等に

ついて質疑が行われ、討論の後、多数を

もって可決された。なお、附帯決議が付

された。

、私立学校法の一部を改正する法律案は

委員会において、運営に問題のある学校

法人の把握方法、所轄庁による措置命令

等の要件、私学助成の在り方等について

質疑が行われ、討論の後、多数をもって

。 、 。可決された なお 附帯決議が付された

義務教育諸学校の教科用図書の無償措

置に関する法律の一部を改正する法律案

は、委員会において、本法律案と八重山

教科書問題の関係、教科書採択の結果等

の公表を義務化する必要性、教科書採択

。制度の在り方等について質疑が行われた

質疑終局後、民主党・新緑風会から、

教科書採択地区制度を廃止する旨の修正

案が提出され、これに対し質疑が行われ

た。討論の後、修正案は否決され、本法

律案は多数をもって原案どおり可決され

た。なお、附帯決議が付された。

は、著作権法の一部を改正する法律案

委員会において、参考人から意見を聴取

するとともに、電子書籍に係る出版権の

設定を受けることのできる者の範囲、有

効な海賊版対策の在り方、本法律案の円

滑な運用に向けた取組等について質疑が

行われ、全会一致をもって可決された。

なお、附帯決議が付された。

地方教育行政の組織及び運営に関する

は、本会議法律の一部を改正する法律案

において、趣旨説明の聴取及び質疑が行

われた。

、 、委員会においては 安倍内閣総理大臣

下村文部科学大臣等に対して質疑を行う

とともに、参考人からの意見聴取、愛知

県及び静岡県に委員を派遣しての地方公

聴会を開会した。

委員会の質疑においては、教育委員会

制度の抜本的改革の必要性、教育委員会

活性化に向けた取組、大綱と地方教育振



興基本計画の関係、総合教育会議におい

て首長と教育委員会の調整が付かない場

合の対応、学校運営協議会の普及に向け

た方策等について議論が行われた。

質疑終局後、みんなの党から、本法施

行後３年以内に、教育委員会必置義務の

撤廃等も含め、制度の在り方について検

討を加える旨の修正案が提出された。討

論の後、修正案は否決され、本法律案は

多数をもって原案どおり可決された。な

お、附帯決議が付された。

学校教育法及び国立大学法人法の一部

は、委員会において、を改正する法律案

、学長に対するチェック機能強化の必要性

大学における教授会の役割、大学の自治

に対する認識、大学の国際競争力向上の

ための方策等について質疑が行われ、討

、 。 、論の後 多数をもって可決された なお

附帯決議が付された。

学校図書館法の一部を改正する法律案

は、委員会において、学校司書の配置促

進の必要性、学校司書と司書教諭の職務

の在り方等について質疑が行われた。

質疑終局後、日本共産党から、専任、

専門、正規の学校図書館担当職員として

の学校司書の配置を義務付ける旨の修正

案が提出された。採決の結果、修正案は

否決され、本法律案は全会一致をもって

原案どおり可決された。なお、附帯決議

が付された。

〔国政調査等〕

から までの２日間、地方２月27日 28日

における教育行政に関する実情調査のた

め、秋田県に委員を派遣して現地調査を

行った。

、文教科学行政の基本施策に３月11日

ついて下村文部科学大臣から所信を、平

成26年度文部科学省関係予算について櫻

田文部科学副大臣から説明を、それぞれ

聴取した。

また、同日、前記委員派遣について、

派遣委員から報告を聴取した。

、文教科学行政の基本施策に３月13日

関し、2020年東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けた支援強化の必要性、パ

ラリンピックの意義とその効果について

の文部科学大臣の所見、全国学力・学習

状況調査の結果公表の判断を教育委員会

に委ねたことへの懸念、高等学校等就学

支援金の申請手続における家計急変世帯

への適切な対応、デジタル教科書の正規

化に向けた制度整備と教員のＩＣＴ教育

スキル向上の必要性、教科書採択におけ

る市町村教育委員会と採択地区協議会の

権限、障害を持つ大学生に対する支援拡

充の必要性、歴史教育の重要性及び高校

における日本史必修化の今後の進め方、

教員の勤務実態に対する現状把握及び恒

常的な超過勤務解消の必要性、文化庁予

算の大幅拡充に向けた政府全体としての

取組等について質疑を行った。

、予算委員会から委嘱された３月17日

平成26年度文部科学省予算等の審査を行

い、ドイツのような多様性を持った教育

制度に関する文部科学大臣の見解、我が

国の文化資産を活用した戦略的な文化行

政の必要性、専修学校等を卒業した人材

に対する社会的評価向上の必要性、原子

力損害賠償紛争の和解事例周知に係る取

組、国立大学法人運営費交付金の十分な

確保の必要性、不登校対策の現状に対す

る文部科学大臣の見解 「国連持続可能な、

開発のための教育の十年」に関するこれ

までの取組状況、各競技団体の強化合宿

等に参加する児童生徒の学校での出欠の

取扱いに関する基準策定の必要性、定時

制・通信制の高等学校に通う生徒に対す



る高等学校等就学支援金支給の在り方、

学校のＩＣＴ化に関する文部科学省の取

組の進捗状況、日本遺産発信・活用事業

に係る具体的取組等について質疑を行っ

た。

、技術の優位性をいかすため４月３日

の文科系高等教育強化の必要性、和食文

化に関する高等教育機関開設に向けた京

都府の取組、高校無償化制度見直しに伴

う修学支援施策拡充の実施状況、教科書

採択について国が沖縄県竹富町に対し直

接是正要求を行ったことの是非、海外子

女教育に対する支援の必要性、スポーツ

庁設置に向けた検討状況、アスベストに

よる教員の健康被害の救済、日本の大学

に競争原理を導入する必要性、和食文化

の海外発信に向けた文化交流使の活用及

び関係省庁の連携強化等について質疑を

行った。

、我が国固有の伝統文化発信５月13日

に向けた文部科学大臣の決意、原子力損

害賠償紛争解決センターに係る和解事例

や判例の周知の必要性、新国立競技場の

建設費負担割合と収支計画、社会人留学

の促進に向けた給付型奨学金制度等の整

備、学校教育法施行規則の改正による土

曜日の教育活動の位置付け、低所得世帯

の高校生に対する就学支援の在り方、少

子化と教育環境との関係に対する文部科

学大臣の見解、ジャーナル（学術雑誌）

の価格高騰による大学等への影響と対策

等について質疑を行った。

（２）委員会経過

○平成26年２月７日(金)（第１回）

理事の補欠選任を行った。

教育、文化、スポーツ、学術及び科学技術に

関する調査を行うことを決定した。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

独立行政法人科学技術振興機構法の一部を改

正する法律案（閣法第２号 （衆議院送付））

について下村文部科学大臣から趣旨説明を聴

き、同大臣、後藤田内閣府副大臣、櫻田文部

科学副大臣及び政府参考人に対し質疑を行

い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、石井浩郎君 自民 大島九州男君 民主

矢倉克夫君（公明 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産 、藤巻健史君（維新））

（閣法第２号）

賛成会派 自民、民主、公明

反対会派 みん、共産、維新

なお、附帯決議を行った。

○平成26年２月14日(金)（第２回）

委員派遣を行うことを決定した。

○平成26年３月11日(火)（第３回）

文教科学行政の基本施策に関する件について

下村文部科学大臣から所信を聴いた。

平成26年度文部科学省関係予算に関する件に

ついて櫻田文部科学副大臣から説明を聴い

た。

派遣委員から報告を聴いた。

○平成26年３月13日(木)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

文教科学行政の基本施策に関する件について

下村文部科学大臣、櫻田文部科学副大臣、冨

岡文部科学大臣政務官、上野文部科学大臣政

務官及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

橋本聖子君（自民 、堀内恒夫君（自民 、） ）

藤嘉隆君（民主 、石橋通宏君（民主 、） ）

矢倉克夫君（公明 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産 、藤巻健史君（維新 、） ）

柴田巧君（結い）

○平成26年３月17日(月)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

平成二十六年度一般会計予算（衆議院送付）

平成二十六年度特別会計予算（衆議院送付）



平成二十六年度政府関係機関予算（衆議院送

付）

について下村文部科学大（文部科学省所管）

臣、西川文部科学副大臣、上野文部科学大臣

政務官及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

二之湯武史君（自民 、大島九州男君（民）

）、 （ ）、 （ ）、主 櫻井充君 民主 新妻秀規君 公明

松沢成文君（みん 、田村智子君（共産 、） ）

藤巻健史君（維新 、柴田巧君（結い））

本委員会における委嘱審査は終了した。

○平成26年３月18日(火)（第６回）

私立学校法の一部を改正する法律案（閣法第

について下村文部科学42号 （衆議院送付））

大臣から趣旨説明を聴いた。

○平成26年３月25日(火)（第７回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

私立学校法の一部を改正する法律案（閣法第

について下村文部科学42号 （衆議院送付））

大臣、西川文部科学副大臣、上野文部科学大

臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行い、

討論の後、可決した。

〔質疑者〕

石橋通宏君（民主 、矢倉克夫君（公明 、） ）

松沢成文君（みん 、田村智子君（共産 、） ）

藤巻健史君（維新 、柴田巧君（結い））

（閣法第42号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 維新

結い

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

○平成26年４月３日(木)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

技術の優位性をいかすための文科系高等教育

強化の必要性に関する件、高校無償化制度見

直しに伴う修学支援施策の実施状況に関する

件、海外子女教育に対する支援の必要性に関

する件、スポーツ庁設置に向けた検討状況に

関する件、アスベストによる教員の健康被害

に関する件、大学への競争原理導入の必要性

に関する件、和食文化の海外発信に向けた取

組に関する件等について下村文部科学大臣及

び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、二之湯武史君 自民 藤嘉隆君 民主

新妻秀規君（公明 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産 、藤巻健史君（維新 、） ）

柴田巧君（結い）

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関

する法律の一部を改正する法律案（閣法第41

について下村文部科学大号 （衆議院送付））

臣から趣旨説明を聴いた。

○平成26年４月８日(火)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関

する法律の一部を改正する法律案（閣法第41

について下村文部科学大号 （衆議院送付））

臣、西川文部科学副大臣及び政府参考人に対

し質疑を行い、質疑を終局した後、同法律案

に対し修正案が提出され、同修正案について

修正案提出者那谷屋正義君に対し質疑を行

い、討論の後、可決した。

・質疑

〔質疑者〕

石井浩郎君（自民 、石橋通宏君（民主 、） ）

（ ）、 （ ）、那谷屋正義君 民主 新妻秀規君 公明

和田政宗君（みん 、田村智子君（共産 、） ）

藤巻健史君（維新 、柴田巧君（結い））

・修正案に対する質疑

〔質疑者〕

石井浩郎君（自民 、石橋通宏君（民主 、） ）

田村智子君（共産）

（閣法第41号）

賛成会派 自民、公明、みん、維新

反対会派 民主、共産、結い

なお、附帯決議を行った。

○平成26年４月17日(木)（第10回）

理事の補欠選任を行った。

著作権法の一部を改正する法律案（閣法第73

について下村文部科学大号 （衆議院送付））

臣から趣旨説明を聴いた。

また、同法律案について参考人の出席を求め

ることを決定した。

○平成26年４月22日(火)（第11回）



著作権法の一部を改正する法律案（閣法第73

について次の参考人から号 （衆議院送付））

意見を聴いた後、各参考人に対し質疑を行っ

た。

〔参考人〕

一般社団法人日本出版者協議会会長

株式会社緑風出版代表取締役 高須次郎君

公益社団法人日本漫画家協会著作権部員

幸森軍也君

専修大学文学部教授

株式会社出版デジタル機構取締役会長 植

村八潮君

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、二之湯武史君 自民 石橋通宏君 民主

新妻秀規君（公明 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産 、藤巻健史君（維新 、） ）

柴田巧君（結い）

○平成26年４月24日(木)（第12回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

著作権法の一部を改正する法律案（閣法第73

について下村文部科学大号 （衆議院送付））

臣、西川文部科学副大臣及び政府参考人に対

し質疑を行った後、可決した。

〔質疑者〕

小坂憲次君（自民 、石橋通宏君（民主 、） ）

矢倉克夫君（公明 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産 、藤巻健史君（維新 、） ）

柴田巧君（結い）

（閣法第73号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 みん 共産

維新、結い

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成26年５月13日(火)（第13回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

義務教育段階における我が国固有の文化芸術

継承の重要性に関する件、原子力損害賠償紛

争解決センターに係る和解事例や判例の周知

の必要性に関する件、新国立競技場の建設費

負担と完成後の収支見通しに関する件、社会

人の海外留学支援制度拡充の必要性に関する

件、学校週５日制下における土曜日の教育活

動の方向性に関する件、特別支援学校におけ

る医療的ケアの現状と課題に関する件、少子

化問題と良好な教育環境の関連性に関する

件、ジャーナル（学術雑誌）の価格高騰に対

する取組に関する件等について下村文部科学

大臣、赤羽経済産業副大臣及び政府参考人に

対し質疑を行った。

〔質疑者〕

二之湯武史君（自民 、大島九州男君（民）

主 、 藤嘉隆君（民主 、矢倉克夫君（公） ）

明 、松沢成文君（みん 、田村智子君（共） ）

）、 （ ）、 （ ）産 藤巻健史君 維結 柴田巧君 維結

○平成26年５月27日(火)（第14回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号 （衆議）

について下村文部科学大臣から趣旨院送付）

説明を聴いた後、同大臣、西川文部科学副大

臣及び政府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

石井浩郎君（自民 、橋本聖子君（自民 、） ）

（ ）、 （ ）、大島九州男君 民主 石橋通宏君 民主

矢倉克夫君（公明 、藤巻健史君（維結 、） ）

柴田巧君（維結 、松沢成文君（みん 、田） ）

村智子君（共産）

また、同法律案の審査のため参考人の出席を

求めること及び委員派遣を行うことを決定し

た。

○平成26年５月29日(木)（第15回）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号 （衆議）

について次の参考人から意見を聴い院送付）

た後、各参考人に対し質疑を行った。

〔参考人〕

前郡山市教育委員会教育長

前中核市教育長会会長 木村孝雄君

東京大学大学院教育学研究科准教授 村上

祐介君

元千葉県教育委員会委員長

千葉大学教育学部教授 天笠茂君

首都大学東京大学院社会科学研究科教授



伊藤正次君

横浜市教育委員会委員長 今田忠彦君

兵庫教育大学長 加治佐哲也君

秋津コミュニティ顧問

習志野市立秋津小学校ＰＴＡ元会長

文部科学省コミュニティ・スクール推進員

岸裕司君

日本教育政策学会会長

元明治大学教授 三上昭彦君

（ 、 、 、・参考人 木村孝雄君 村上祐介君 天笠茂君

伊藤正次君）に対する質疑

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、二之湯武史君 自民 藤嘉隆君 民主

新妻秀規君（公明 、藤巻健史君（維結 、） ）

松沢成文君（みん 、田村智子君（共産））

・参考人（今田忠彦君、加治佐哲也君、岸裕司

君、三上昭彦君）に対する質疑

〔質疑者〕

二之湯武史君（自民 、大島九州男君（民）

）、 （ ）、 （ ）、主 矢倉克夫君 公明 柴田巧君 維結

松沢成文君（みん 、田村智子君（共産））

○平成26年６月３日(火)（第16回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号 （衆議）

について下村文部科学大臣、西川文院送付）

部科学副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、赤池誠章君 自民 二之湯武史君 自民

（ ）、 （ ）、藤嘉隆君 民主 那谷屋正義君 民主

新妻秀規君（公明 、藤巻健史君（維結 、） ）

柴田巧君（維結 、松沢成文君（みん 、田） ）

村智子君（共産）

○平成26年６月10日(火)（第17回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

派遣委員から報告を聴いた。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号 （衆議）

について下村文部科学大臣、西川文院送付）

部科学副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

水落敏栄君（自民 、石橋通宏君（民主 、） ）

小西洋之君（民主 、矢倉克夫君（公明 、） ）

新妻秀規君（公明 、藤巻健史君（維結 、） ）

柴田巧君（維結 、松沢成文君（みん 、田） ）

村智子君（共産）

○平成26年６月12日(木)（第18回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号 （衆議）

について安倍内閣総理大臣、下村文院送付）

部科学大臣及び政府参考人に対し質疑を行

い、討論の後、可決した。

・質疑

〔質疑者〕

藤嘉隆君（民主 、柴田巧君（維結 、松） ）

沢成文君（みん 、田村智子君（共産））

・内閣総理大臣に対する質疑

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、藤嘉隆君 民主 大島九州男君 民主

藤巻健史君（維結 、松沢成文君（みん 、） ）

田村智子君（共産）

（閣法第76号）

賛成会派 自民、公明

反対会派 民主、維結、みん、共産

なお、附帯決議を行った。

学校教育法及び国立大学法人法の一部を改正

にする法律案（閣法第80号 （衆議院送付））

ついて下村文部科学大臣から趣旨説明を、衆

議院における修正部分について修正案提出者

衆議院議員笠浩史君から説明を聴いた。

○平成26年６月17日(火)（第19回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

学校教育法及び国立大学法人法の一部を改正

にする法律案（閣法第80号 （衆議院送付））

ついて修正案提出者衆議院議員笠浩史君、下

村文部科学大臣、西川文部科学副大臣及び政

府参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、二之湯武史君 自民 石橋通宏君 民主

新妻秀規君（公明 、柴田巧君（維結 、松） ）

沢成文君（みん 、田村智子君（共産））



○平成26年６月19日(木)（第20回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

学校教育法及び国立大学法人法の一部を改正

にする法律案（閣法第80号 （衆議院送付））

ついて下村文部科学大臣、井上環境副大臣及

び政府参考人に対し質疑を行い、討論の後、

可決した。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）、二之湯武史君 自民 石橋通宏君 民主

（ ）、 （ ）、大島九州男君 民主 新妻秀規君 公明

矢倉克夫君（公明 、藤巻健史君（維結 、） ）

松沢成文君（みん 、田村智子君（共産））

（閣法第80号）

賛成会派 自民、民主、公明、維結、みん

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

学校図書館法の一部を改正する法律案（衆第

について発議者衆議院33号 （衆議院提出））

議員笠浩史君から趣旨説明を聴き、同君、西

川文部科学副大臣、上野文部科学大臣政務官

及び政府参考人に対し質疑を行った後、可決

した。

〔質疑者〕

（ ）、 （ ）那谷屋正義君 民主 田村智子君 共産

（衆第33号）

、 、 、 、 、賛成会派 自民 民主 公明 維結 みん

共産

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○平成26年６月20日(金)（第21回）

請願第31号外260件を審査した。

教育、文化、スポーツ、学術及び科学技術に

関する調査の継続調査要求書を提出すること

を決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。

委員派遣

○平成26年２月27日（木 、28日（金））

地方における教育行政に関する実情を調査

し、もって今国会提出予定の地方教育行政の

組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律案の審査に資するため

〔派遣地〕

秋田県

〔派遣委員〕

丸山和也君（自民 、石井浩郎君（自民 、） ）

二之湯武史君（自民 、大島九州男君（民）

主 、堀内恒夫君（自民 、水落敏栄君（自） ）

民 、石橋通宏君（民主 、 藤嘉隆君（民） ）

主 那谷屋正義君 民主 新妻秀規君 公）、 （ ）、 （

明 、矢倉克夫君（公明 、田村智子君（共） ）

産 、藤巻健史君（維新））

○平成26年６月４日（水 、５日（木））

（地方公聴会）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律案（閣法第76号）の審査

、 。に資するため 現地において意見を聴取する

〔派遣地〕

愛知県、静岡県

〔派遣委員〕

丸山和也君（自民 、石井浩郎君（自民 、） ）

二之湯武史君（自民 、大島九州男君（民）

主 、松沢成文君（みん 、堀内恒夫君（自） ）

民 、石橋通宏君（民主 、 藤嘉隆君（民） ）

主 那谷屋正義君 民主 新妻秀規君 公）、 （ ）、 （

）、 （ ）、 （ ）、明 矢倉克夫君 公明 柴田巧君 維結

田村智子君（共産）


